
• 

f
f
l
 

さ
血
防
壁
内
圃
喝
三
十
一
日
露
宝
酒
卸
値
物
掴
可
吾
首
『
園
山

Ba符
V

合亭液占星季大図帝都京

春一+ニ第第一境

都

惜

錦

鰍

垣
世
農
村
の
性
質
・
.

祉
舎
統
計
て
ふ
名
目
の
一
意
義
・..• 

手
形
交
換
地
uou一
背
中
高
却
の
ペ
イ
!
?
ン
純
一
橋
地
下
士

物
債
の
饗
動
ご
従
量
税
・
・
・
・
-

E

・
・
・
法
早
士

辻
崎

A
骨

r

漁
業
共

l

腕
設
姥
帥
叫
則
・
抽
出
来
周
同
開
岱
な
把
M
故
手
刊
・
職
山
梨
紹
介
法
施
行
令
中
則
改
正
・
剛
ポ
州
山
血
晶

に
Mmる
物
品
。
輸
入
肱

ω
現
除
に
附
す
る
法
伴
・
同
布
林
野
北
防
組
合
組
制
・
刊
企
部
刊
金
を
邸
佃
貯
晶
に
括
棋

の
件

司f'i電車E日 -p司-''-盆J'l.1l国寸-iE:1巳

晶

画

略

取

商
書
周
喜
一
日
制
政
治
経
漕
思
畑
山

公
律
上
の
高
地
税
・
・
・
・
目
法
皐
博
士

運
賃
論

u
h繋
舶
同
盟
さ
均
出
同
盟
・
-
法
川
下
士

臼
殺
統
計
論
・
・
・
・
・
・
・
目
・
・
・
・
法
事
博
-r

措

肌

税

制

川

徳
川
時
代
岡
山
江
戸
間
の
海
運
・
・
・
純
一
情
事
士

山
刷
出
労
働
間
航
法
則
の
安
常
性
碍
-
純
情
事
土

i
L
I
:
 

U
H『
M
H
1

-
・
削
昨
掛
樫
一
博
士

法胤中川「士
(禁

轄

載

財小品~/l岡

部品戸島
日
正ヨ

静 太 正 錦

治 郎 雄 治

森県

部躍

報~ IE 

本

庄

柴

治

郎

財

部

静

治

小
川
一
踊
太
郎

汐

見

三

郎

ワ刑事府開再I:'F"



川

i
J
J

り
カ
ア
ド
に
於
け
る
勢
働
側
値
怯
則
の
妥
首
性
に
就
て

詑

百也

(
第
二
鶴
一

-
O
)

第
二
寸
一
審

Ii 
λ 

リ
カ
ア
ド
に
於
げ
る
勢
働
債
植
法
則
の

安
嘗
性
に
就
て

( 

) 

森

耕

頁rs

緒

百

肢
に
前
稿
「
ア
ダ
ム
・
λ

ミ
ス
に
於
け
る
労
働
欄
伯
法
則
の
安
蛍
性
に
就
て
」
に
於
て
勝
仁
し
た
る
が
如
〈
、

ミ
ス
の
優
位
論
の
基
本
的
内
容
に
於
て
は
、
費
消
労
働
偶
値
説
(
本
来
の
形
に
於
け
る
労
働
伺
低
設
)
が
、
か
な
ち

成
形
せ
る
態
様
に
於
て
、
提
言
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
拘
は
ら
守
、
そ
れ
ご
相
交
錯
し
て
、
支
配
労
働
煩
値
設
が
主
張

せ
ら
れ
て
居
b
、
そ
う
し
て
こ
の
二
者
は
何
等
明
確
に
閥
係
附
り
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
た
め
、
吾
々
を
し
て
、
彼
れ

の
債
依
論
の
本
館
が
奈
議
に
在
る
か
を
判
断
す
る
に
憎
ま
し
む
る
の
で
あ
る
が
、
夏
に
彼
M
F

資
本
蓄
積
せ
ら
れ
、

土
地
占
有
せ
ら
る
、
に
至
ち
た
る
枇
曾
仁
於
け
る
償
値
論
正

L
て
ご
る
ぜ
こ
ん
の
も
の
に
於
て
は
・
右
の
二
つ
の

居
間
値
設
の
外
に
、
な
は
一
つ
の
償
値
設
・
即
ち
生
産
技
師
個
仮
設
が
、
そ
れ
ら
相
互
の
闘
係
が
何
等
騰
に
せ
ら
阜
、

一
』
ご
な
〈

L
て
、
提
言
せ
ら
れ
居
h
、

εう
L
て
司
』
の
痕
倣
設
が
結
局
に
於
て
彼
れ
の
伺
値
論
的
代
表
的
な
る
も

の
ご
な
b
了
っ
た
が
の
翻
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
れ
の
償
値
論
の
内
容
は
盆
々
線
雑
に
、
(
費
削
)
努
働
債
依
設

の
袋
蛍
牲
は
盆
々
不
純
仁
な
る
じ
至
丹
花
の
で
あ
る
o

要
す
る
に
文
明
謝
曾
仁
於
り
る
旦
ミ
ス
の
枇
労
働
岡
田
傾
論
仁 コぇ
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於

τは
、
も

7tjω
基
本
的
内
容
に
於
て
、
か

f
の
如
き
不
純
が
ゐ
る
に
加
へ
て
、
伎
が
(
努
働
)
債
値
E
生

産
債
格
ピ
を
充
分
に
蹄
係
づ
け
る
こ
正
が
で
き
な
か
っ
た
が
た
め
、
卸
も
異
な
れ
る
生
庭
部
門
聞
に
於
け
る
競
争

の
臨
脚
色
す
償
値
の
生
産
債
格
へ
の
時
化
を
理
解
す
る
こ
ご
が
で
き
な
か
っ
た
が
た
め
、
結
局
労
働
債
錨
設
は
生
産

費
債
低
設
に
ぜ
っ
て
代
は
ら
れ
、
そ
れ
自
身
は
殆
ん
H

と
表
面
よ
b
姿
を
設
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
ス
ミ
ー

に
在
b
て
は
、
本
来
の
形
に
於
け
る
労
働
伺
備
法
則
は
、
文
明
枇
曾
に
於
け
る
貨
物
の
交
換
欄
値
の
支
配
法
則
芭

し
て
、
こ
の
二
つ
の
意
味
に
於
て
、
不
充
分
な
る
程
度
、
不
純
な
る
形
に
て
、
支
持
せ
ら
れ
た
仁
す
ぎ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
且
ミ
ス
の
券
働
伺
値
論
に
於
け
る
支
鹿
嶋
労
働
債
値
誌
を
主
ピ

Lτ
展
開
支
持
し
た
の
が
マ

w
f
z
で
め
る

に
謝
L
、
提
泊
券
働
伺
低
設
を
毛
の
支
配
勢
働
痕
仮
設
か
ら
会
〈
分
離
せ
し
め
、
そ
れ
を
純
化
後
反
し
て
、
自
己

の
経
済
理
論

l
l
H
T配
環
論
ー
ー
の
出
品
目
紡
ピ
し
た
の
が

phq
ア
ド
で
あ
る
o

そ
う
し
て
こ
の
こ
ピ

1
l
一
つ
の

貨
物
の
生
産
に
必
要
な
る
崎
労
働
の
分
量
は
、
そ
の
貨
物
が
交
換
、
支
配
す
る
で
め
ら
う
ご
こ
ろ
の
労
働
の
分
量

(
そ
れ
は
前
者
の
指
数
た
る
に
す
ぎ
な
い
)
ご
は
同
じ
も
の
で
は
な
〈

L
て
、
前
者
卸
も
費
消
労
働
こ
そ
債
低
の
異

質
の
原
因
、
尺
度
標
準
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
ご
ー
ー
は
、
峠
労
働
償
佐
設
の
一
大
進
歩
若
〈
は
純
化
t
T
意
味
す
る
も
の

で
あ
っ

τ、
7

カ
ロ
ッ
ク
の
一
刻
、
き
は
、
「
経
済
事
珂
論
の
進
歩
は
、
ま
こ
ど
に
こ

ωこ
E
に
負
ふ
こ
ご
が
頗
る
大
で

ゐ
る
、
』

t
L
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
兎
に
角
p
カ
ア
V
の
勢
働
債
依
論
が
正
統
率
一
以
仁
於
け
る
諸
々
の
拙
労
働
償
般
論

ωう
も
ド
マ
ゐ

b
て
、
最
も
純
粋
に

Lτ
成
形
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
正
に
は
何
等
疑
が
な
い
ー
の
で
あ
る
。

リ
カ
ア
ド
に
依
れ
ば
、
貨
物
(
任
意
可
増
性
の
貨
物
)
の
交
換
倒
飾
(
相
割
償
値
)
の
決
定
は
、
卸
も
交
換
に
於

品と

リ
方
ア
ド
に
於
け
る
勢
働
倒
値
法
刷
の
受
賞
位
に
就
て

五
:九
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J詑

手匝

リ
カ
ア
ド
に
於
吋
る
勢
働
倒
値
詰
剛
山
妥
常
位
に
就
て

第
二
十
一
番

(
部
ニ
説

~，、
O 

一
一
財
に
謝

L
て
輿
へ
も
る
、
他
財
の
分
量
を
決
定
す
る
ピ
こ
ろ
の
規
則
は
、
殆
ん
ど
全

f
そ
の
各
々
の
生
産

に
費
古
れ
た
る
ど
こ
ろ
の
労
働
(
直
接
持
働
お
よ
び
間
接
労
働
)
の
相
掛
的
分
量
に
依
る
も
の
で
ゐ
る
。
こ
れ
は
彼

れ
の
労
働
償
侃
論
の
根
本
的
命
題
を
成
す
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
、
異
な
れ
る
生
産
部
門
に
於
て
使
用
主
る
、

t

-
』
ろ
の
固
定
資
本
正
流
動
資
本
正
の
組
合
は
せ
に
差
異
あ
る
事
賞
並
び
に
固
定
資
本
の
持
続
性
お
よ
び
涜
動
資
本

の
流
通
期
間
に
異
な
れ
る
段
階
ゐ
る
の
事
賞
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
質
か
、
る
資
本
の
有
機
的
組
成
に
差
異
ゐ
る
事

賞
、
に
蛍
面
し
て
、
布
の
勢
働
圃
慣
値
法
則
を
以
て
し
て
は
、
か
、
る
場
合
に
於
げ
る
貨
物
の
交
換
倒
低
を
説
明
す

る
に
足
h
な
い
の
を
見
出
し
て
、
利
潤
お
よ
び
悼
す
貸
を
も
、
少
許
の
粍
度
に
於
て
い
は
あ
る
が
、
交
換
領
値
の
構

成
要
素
吉
し
て
認
容
せ

F
る
を
得
な
い
こ
正
、
な
b
、
遂
に
彼
れ
の
本
来
の
形
に
於
付
る
勢
働
償
低
訟
を
一
日
械
の

制
限
の
下
に
置
〈
仁
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

τ 、こ
の
リ
カ
ア
ド
の
勢
働
債
依
論
に
岨
到
す
る
態
度
よ
h
し
T
、
ニ
、
に
取
扱
は
ん
芭
す
る
正
こ
ろ
の
彼
に
於
け
る

労
働
須
佐
法
則
の
安
蛍
性
に
関
聯
し
て
、
二
つ
の
問
題
の
提
起
せ
ら
る
、
こ
ご
が
可
能
で
あ
る
ご
思
ふ
。
印
も
第

一
に
、
9
カ
ア
ド
は
そ
の
労
働
慣
値
法
則
(
純
粋
な
る
形
に
於
り
る
)
を
如
何
な
る
枇
晶
問
、
生
産
方
法
の
下
に
於
り

る
債
値
、
債
格
現
象
に
妥
蛍
す
ぺ

L
Z
し
た
の
で
あ
る
か
、
彼
は
、
そ
れ
は
原
始
枇
舎
、
文
明
枇
曾
(
資
本
蓄
積

せ
ら
れ
、
土
地
占
有
せ
ら
晶
、
に
至
h
た
る
枇
曾
)
を
団
地
じ
て
、
等
L
〈
妥
蛍
す
ぺ
旨
も
の
で
あ
る
ご

L
た
の
で

め
る
か
、
或
は
そ
れ
は
寧
h
文
明
枇
曾
に
の
み
受
賞
す
べ
き
も
の
で
あ
る
芭
し
た
の
で
め
る
か
、
或
は
そ
れ
己
も

そ
れ
は
軍
・
り
原
始
融
曾
に
の
み
安
蛍
す
ペ
き
も
の
で
あ
ウ
て
、
文
明
批
命
日
に
於
て
は
、
仙
の
同
問
備
法
則
却
も
生
産

費
調
値
法
則
が
袋
嘗
す
べ
き
も
の
で
あ
る
正
し
た
の
で
あ
る
か
い
γ

問
題
芭
な
る
o

衣
に
問
題
正
な
る
の
は
、

F
カ

， 
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l 史}

ア
ド
に
依
つ

T
絡
さ
れ
た
る
ご
こ
ろ
の
所
謂
労
働
伺
俗
説
へ
の
修
正
、
若
〈
は
制
限
は
、
一
穂
何
を
意
味
す
る

か
、
却
も
修
正
若
〈
は
制
限
せ
ら
れ
た
る
後
に
護
っ
た
芭
ご
ろ
の

p
カ
ア
ド
の
欄
値
論
は
、
勢
働
圃
個
値
競
己
し

て
、
如
何
な
る
意
義
正
程
度
ご
に
於

τ、
支
持
廿
一
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
の
問
題
こ
れ
で
あ
る
o

私
は
こ
の
論
文
に
於

τ、
y
カ
ア
ド
に
於
げ
る
勢
働
贋
館
法
則
の
委
嘗
性
に
閥
聯
し

τ提
出
せ
ら
る
、
ご
ニ
ろ

の
ニ
の
二
つ
の
問
題
を
吟
味
す
る
こ
ご
に
よ
h
、
勢
働
岡
闇
値
皐
設
俊
民
史
上
に
於
り
る
9
カ
ア
ド
の
柑
労
働
冊
闇
値
論

の
地
位
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
見
る
ご
同
時
に
、
一
般
叫
労
働
調
値
法
則

ω
本
質
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を

理
解
す
る
に
資
し
て
見
た
い

Z
思
ふ
の
で
め
る
。

本

論

先
づ
第
一
に
リ
カ
ア
ド
は
そ
の
本
来
の
形
に
於
り
る
勢
働
債
低
法
則
を
如
何
な
る
刷
曾
に
妥
嘗
す
吋
し

ご
し
た
の
で
あ
る
か
を
吟
味
し
て
見
ゃ
う
。

ζ

の
動
に
就

τは
一
二
の
異
設
が
な

ν
で
も
な
い
が
、
ス
ミ
ス
の
場

合
に
於
け
る
程
に
、
そ
の
解
蒋
は
紛
議
し
て
ぬ
な
い
γ

。
一
般
に
解
せ
ら
晶
、
所
に
依
れ
ば
、

P
カ
ア
ド
の
崎
労
働
贋

値
法
則
は
.
総
ゆ
る
一
舵
曾
制
度
、
生
産
方
法
仁
同
様
に
妥
曽
す
べ
き
も
の
で
ゐ
る
ご
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o
印
も
原
始

漁
夫
お
よ
び
激
師
の
未
開
枇
曾
仁
於

τの
み
な
ら
守
、
第
十
九
世
紀

ω英
国
的
大
規
模
産
業

ω時
代
即
ち
資
本
家

的
批
曾
に
於
て
も
、
貨
物

ω交
換
碩
倣
は
そ
れ
が
生
産
に
曲
賞
さ
れ
た
る
所
山
一
労
働

ω相
調
的
分
量
に
依
っ
て
決
定

せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
ど
云
ふ
。
換
言
す
れ
ば
F
カ
ア
ド
は
倒
価
法
則
の
委
常
限
界
に
就

τ、
耽
曾
制
度
、
生
産

方
法
の
相
遣
を
顧
慮
す
る
己
こ
ろ
が
な
か
っ
た
ご
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
J
7
4
1
P
は
云
ム
。

{ 

ー
) 

詑

宛

り
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に
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廿
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努
働
側
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法
則
自
安
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性
に
就
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設

苑

，
ヵ
ア
ド
に
於
け
る
勢
働
倒
航
法
則
自
妥
常
性
に
就
て

第
二
十
一
巻

(
部
ニ
現
一
一
回
)

，、

『.俄
A
T
P
カ
ア
ド
は
、
勢
働
(
債
低
)
法
則
が
‘
純
粋
に
は
、
原
始
経
済
放
態
に
於
て
現
は
れ
る
も
の
で
ゐ
つ

τ、
品
開
港
せ
る
閥
民
経
済
に
於
て
は
.
そ
れ
は
彼
れ
の
錯
し
た
修

E
に
依

b
て
修
正
せ
ら
る
、
で
あ
ら
う
こ
ご
を

云
っ
て
ゐ
い
可
ご
は
云
へ
、
こ
の
根
本
原
則
は
組
ゆ
る
図
民
続
演
の
階
段
に
於
て
妥
嘗
す
べ
き
も
の
で
あ
る
ご
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
」

ヅ
ッ
カ
ア
カ
ル
ド
も
亦
9
カ
ア
ド
の
痕
備
法
則
が
線
ゆ
る
枇
曾
を
通
じ
て
安
官
す
吋
き
も
の
で
あ
る
ご
す
る
一

人
で
あ
る
。
彼
臼
〈
。

「
任
意
に
増
加

I
得
ぺ
量
貨
物
は
、

9
カ
ア
ド
の
言
ふ
所
に
依
れ
ば
、
そ
れ
が
生
産
に
必
要
ご
す
る
労
働
の
尺

度
に
依
っ
て
交
換
古
れ
る
。
こ
の

-
-
E
は
獅
h
上
地
の
獲
得
せ
ら
れ
、
資
本
山
町
蓄
積
せ
ら
る
、
以
前

ω時
代
仁
の

み
な
ら
す
、
今
日
の
如
(
土
地
割
私
有
せ
ら
れ
、
資
本
が
生
産
を
割
前
助
す
る
附
代
に
も
亦
妥
賞
す
る
も
の
で
あ
る
叫
」

夏
に
ロ

1
ゼ
ン
ベ
ル
グ
に
依
れ
ば
、

9
カ
ア
ド
の
「
拙
労
働
が
交
換
倶
伯
の
根
基
で
あ
る
ご
の
原
則
は
、
枇
曾
品
目

た
Uγ

間
早

b
一
枇
品
問
品
目
抽
曜
の
初
期
の
段
階
仁
の
み
袋
嘗
す
べ
き
も

0) 主E
Z の
は縛
F艮 ゆ
らる
れ段
τ 階
居 1:
ら 袋
副賞
のす
でべ
ゐき
るも
己，)の
(で
己 ゐ

Jコ
て、

(
駐
)

同
様
の
陣
精
を
な
す
も
の
に
左
由
加
き
も
山
が
あ
る
。

例
へ
ば
レ
芥
ン
ス
キ
イ
は
云
ふ
。

『
9
カ
ア
ド
は
、
「
枇
骨
山
初
期
間
制
昧
白
献
麗
」
に
於
て
山
み
な

ιず
、
資
本
出
蓄
積
せ
ら
れ
、
土
地
出
占
有
せ

ιれ
た
る
後
と
睡
も
、
こ
山
原
朝

{
努
働
倒
値
目
胤
理
)
は
悼
棋
と
し
て
民
却
で
あ
る
、
具
』
云
ふ
と
・
と
を
開
明
せ
ん
と
努
め
た
。

『
り
カ
ア
ド
は
見
ミ
ス
に
反
酎

L
て
、
彼
れ
の
理
論
を
樹
て
る
に
前

P
、
費
本
主
義
的
一
世
脅
を
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
原
齢
制
舎
を
考
へ
て
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ゐ
た
自
で
は
な
い
。
』

史
に
ロ
マ
《
ト
は
一
耳
'
J
O

資
本 E日司
E ぷ
:E怠
産 史

E蓄
に 4到
古寺 f直
-C . {lJ 

過 命
'町趨
f呈疋
割 、
を応

型産

34 
VJ 下手

そえ

そ τ
i議
議ぞ
vo 
時長
代の
いみ
も-

z 5 
~ . 
己創
も白
白原
て. 立合
あ 枇
る態
。:，I.)tマ
』 山

民ふ

み
な

す'

勢
働
吃〉

グト

特

リ
ノ
カ
ア
ド
は
現
今
の
一
枇
舎
に
於
り
る
債
依
論

t
Lて
は
、

か
ら
生
産
費
設
を
採
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
純
粋
な
る
形
に
於
ド
る
労
働
調
低
法
則
は
た
い
V

軍
b
原
始
草
昧
の

正
こ
ろ
が
-
』

ω
解
縛
に
反
謝
[
て
、

一
般
的
に
始
め

一
耽
曾
に
の
み
府
立
嘗
す
べ
き
で
あ
る
ご

L
た
の
で
あ
る
正
解
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
態
度
は
新
ら

L
〈
P
カ
ア
ド

の
償
伯
論
を
解
稗
L
て
、
彼
を
を
そ
の
所
謂
謬
妥
た
る
労
働
倒
佑
論
の
主
張
者
た
る
活
名
よ
り
救
は
ん
ご
す
る
所

調
リ
ノ
カ
ア
ド
街
活
(
同
岳
ω
E
M
E
E
Oロ
O片
岡
山

E
E。
)
の
試
み
の
専
ら
ど
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
張
者
は
言
ふ

迄
も
な
〈
マ

l
u
y
ヤ
Y
で
あ
る
。
マ

1
V
ヤ
庁
は
噂
』
の
貼
に
就
て
は
左
の
如
〈
一
百
う

τゐ
る
。

『
彼
(
リ
カ
ア
ド
)
は
第
一
章
第
一
節
に
於
て
、
資
本
的
使
用
殆
ん
ど
な
4
、
ペ
つ
れ
の
労
働
山
債
格
も
は
uv

相

似
た
る
初
期
的
批
曾
的
段
階
に
於
て
は
、
貨
物
の
痕
備
若
〈
は
そ
れ
が
交
換
せ
ら
る
、
相
手
の
貨
物
の
分
量
は
、

そ
れ
が
生
産
に
必
要
な
る
勢
働
の
相
掛
的
分
量
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
云
ム
ニ
ピ
は
、
一
般
的
仁
言
一
へ
ば
、
異
質

で
あ
る
ご
論
じ
た
o』

『
ご
こ
ろ
が
彼
は
、
こ
れ
ら
の
推
論
を
そ
れ
以
後
の
文
明
批
曾
に
於
て
錯
す
の
は
通
常
で
は
な
レ
。
債
他
的
生

産
費
に
謝
す
る
開
係
は
、
彼
が
出
乱
首

L
た
己
こ
ろ
の
そ
れ
よ
り
も
も
っ

Z
複
雑
な
る
も
の
で
あ
る
こ
芭
を
示
さ
う

=
Lた
の
で
あ
る
o」

詑

苑

リ
カ
ア
ド
に
於
け
る
労
働
個
個
法
則
自
骨
骨
性
に
就
て

第
二
十
一
悠

プミ

(
第
三
凱

五
) 
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{
第
二
鶴
一
一
六

，、
四

詑

苑

り
カ
ア
ド
に
於
け
る
勢
働
倒
値
法
則
目
安
部
性
に
就
て

第
二
十
一
審

こ
れ
芭
相
似
た
る
見
解
を
ご
る
も
の
に
イ
エ
ム
・
バ
ヲ
ア
ク
が
ゐ
品
。
彼
は
云
ム
o

「
η
ノ
カ
ア
ド
は
枇
曾
の
二
つ
の
異
な
れ
る
時
代
金
以
別
す
る
。
第
一
の
時
代
印
も
原
始
時
代
|
|
少
し

ω資
本

し
か
な
〈
、
土
地
占
有

ω会
〈
存
在
し
な
い
限
h
に
於

τの
原
始
時
代
1
1
6
に
於
て
は
、
貨
物

ω交
換
街
値
は
会

〈
そ
れ
に
費
さ
れ
托
る
批
労
働

ω
分
量
に
依
つ

τ決
定
せ
ら
れ
る
で
ゐ
ら
う
o

唾
一

ω時
代
即
も
逗
世

ω
閥
民
経
携

の
属
す
る
時
代
に
於
て
は
、
資
本

ω
使
用
に
依
っ
て
そ
れ
は
修
正
せ
ら
れ
る
己
(
註
)

カ
ウ
コ
ノ
由
解
揮
に
も
相
似
た
る
も
り
が
あ
る
O

『

P
カ
Y
V
E
・
E
・
-
-
は
倒
組
山
川
越
を
論

T
る
に
前
り
、
(
ス
ミ
ス
&
)
伺
様
に
、
人
類
の

自
斡
的
原
始
欣
藤
由
先
天
的
僻
成
よ
り
州
鼓
L
た
。
』

(鮭】

な
る
程
9
カ
ア
ド
の
慣
侃
論

ω
中
に
は
‘
「
枇
曾
的
初
期
の
段
階
に
於
て
は
、
こ
れ
ら
の
物
質
の
交
換
領
倣

は
、
郎
も
一
貨
物
の
幾
千
畳
が
他
叫
貨
物
Z
交
換
せ
ら
る
ぺ
き
か
を
汲
定
す
る
所
的
規
則
は
、
殆
ん
貯
金
〈
各
貨

物
に
費
苫
れ
た
る
拙
労
働
的
比
較
的
分
量
り
多
少
仁
依
る
も
の
で
あ
る
、
」
ご
云
ひ
、
「
枇
曾
の
初
期
の
段
階
に

L
τ
、

未

r多
〈
の
機
械
又
は
符
知
的
資
本
が
使
胤
せ
ら
れ
な
い
w

時
に
於
て
は
・
相
等
し
き
資
本
に
よ
っ
て
生
産
せ
ら
れ

た
る
貨
物
は
‘
殆
ん

E
同
一
の
債
低
を
有
L
、
而
し

τそ
の
生
産
じ
よ
h
J
多
い
叉
は
ゴ
り
少
い
叫
労
働
が
要
求
古
る

、
の
故
の
み
を
以
て
、
相
庇
相
艶
的
に
騰
貴
J
叉
は
下
落
す
る
で
あ
ら
う
、
:
』
ご
一
五
ふ
が
如
き
文
章
が
あ

っ

τ、
そ
れ
は
一
見
直
ち
に

7
l
v
ヤ

W

の
主
張
を
裏
書
す
る
が
ゃ
う
で
あ
る
o

が
L
か
し
そ
れ
は
た
ャ
リ
カ
ア

ド
の
調
ふ
所
の
勢
働
償
値
法
則
が
、
枇
品
問
的
初
期
の
溌
述
段
階
に
於
て
は
、
持
縦
的
資
本
の
使
用
が
比
較
的
に
砂

い
ピ
一
五
ふ
理
由
を
以

τ、
か
、
る
刷
曾
(
そ
れ
は
、
彼
に
依
れ
ば
、
資
本
一
家
的
枇
曾
ピ
概
念
上
根
本
的
に
分
別
せ

ら
る
べ
き
も
の
ご
せ
ら
れ
て
居

ι目
。
そ
こ
に
は
彼
に
依
れ
ば
資
本
も
あ
る
0

」
に
於
て
は
、
比
較
的
に
純
粋
に
作

j
1
1
1
r巾
J
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刺
料
、
L

叫

し

川

3

用
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
炉

L
資
本
主
義
的
枇
曾
に
於
て
も
、

hr

、
る
意
義
に
於

τ、
俄
A

ザ
若
干
の
制
限
の
下

に
於
て
uv

ゐ
る
ご
は
云
へ
、
同
様
に
作
用
す
る
も
の
な
る
ニ

zee否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
否
彼
が
そ
の
勢
働

債
値
設
に
依
っ
て
瞭
に
せ
ん
ご
し
柁
こ
£
は
、
賞
は
彼
れ
の
時
代
に
於
け
る
現
貨
の
倶
値
、
回
慣
格
現
象
に
外
な
ら

ぬ
の
で
あ
る

U

彼
が
労
働
煩
伯
論
を
取
扱
ふ
限
・
9
、
資
本
主
義
的
枇
曾
に
於
け
る
煩
備
問
題
を
そ
の
餅
究
り
劃
象

ご
し
た
る
こ
正
、
随
っ
て
本
来

ω形
に
於
け
る
勢
働
伺
値
設
は
、
資
本
家
的
批
曾
に
於
り
る
田
明
儲
詑
に
外
な
ら
な

い
こ
正
は
.
調
々
の
理
由
に
依
h
器
明
す
る
ニ
芭
が
で
旨
る
の
で
あ
る
。

(4)先
づ
第
一
に
リ
カ
ア
ド
は
明
に
本
来
の
形
に
於
げ
る
労
働
債
値
法
則
が
現
貨
の
世
曾
に
於
て
も
適
用
さ
る

べ
き
ニ
ご
を
、
ス
ミ
ス
の
償
俗
論
に
謝
す
る
態
度
に
関
聯
し
て
左
の
如
〈
言
っ
て
ゐ
る
。

『
私
が
四
民
に
於
て
「
諸
岡
民
の
富
」
か
ら
抽
き
出
し
た
引
用
に
よ
っ
て
突
の
事
が
わ
か
る
で
ゐ
ら
う
、
|
|
俄

A
T
ア
ダ
ム
・
λ

ミ
ー
は
、
諸
物
を
獲
得
す
る
に
必
要
な
る
勢
働
の
品
川
量
の
割
合
は
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
突
換
す
る

に
嘗
つ
て
の
規
則
を
奥
へ
る
唯
一
の
事
情
で
あ
る
ご
云
ふ
原
理
を
充
分
に
認
め
た
ご
は
言
、
彼
は
そ
の
原
理
の

適
用
を
、
資
本
の
蓄
積
、
土
地
の
占
有
に
先
に
つ
初
期
野
俊

ω枇
曾
に
限
h
、
利
潤
お
よ
び
地
代
の
支
抽
酬
は
る
、

時
に
は
、
恰
も
ぞ
れ
ら
は
、
貨
物
の
生
産
に
必
要
な
る
勢
働

ω間
半
な
る
分
量
ご
離
れ

τ、
そ
の
貨
物
の
相
射
的
傾

値
に
何
ら
か
の
影
響
を
奥
へ
る
も
の
で
あ
る
が
如
〈
に
取
扱
っ
た
。
」
(
第
三
版
以
後
は
削

ιれ
て
し
ま
っ
た
)

次
に
「
終
端
胴
曲
申
及
び
利
枝
の
原
理
」
第
一
章
第
一
節
に
は
左
り
如
、
き
彼
れ
の
詞
が
見
幽
さ
れ
る
。

「
ニ
れ
ら
の
貨
物
(
任
意
に
増
加
す
る
品
ご
が
で
き
な
い
貨
物
)
は
、
市
場
に
て
日
々
交
換
さ
れ
る
貨
物
の
一
少

部
分
を
占
め
る
に
遇
、
ロ
な

ν。

詑

苑

二
六
五

"
が
ア
ド
に
於
け
る
勢
働
倒
備
法
則
自
安
富
性
に
就
て

第
二
十
一
巻

(
第
二
規
一
一
七
)

Rirardn， On the principles or PoliticaI Economy and Taxation， J ed 
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げ

R 

J!j 

設

リ
カ
ア
ド
に
於
げ
る
捗
働
叫
値
法
則
自
袋
詰
性
に
就
て

(
第
二
銃

二
六
六

八
) 

第
二
十
一
巻

宛

そ
の
交
換
傑
倣
に
就
て
、
及
び
そ
の
相
調
的
回
問
叫
怖
を
規
制
す
る
ご
こ
ろ
の
法
則
に
就

て
、
論
中
る
場
合
に
は
、
吾
々
は
常
に
、
人
間
的
勤
易

ω働
ら
き
に
依
っ
て
そ
の
品
川
量
を
増
加
す
る
こ
ご
が
で
き
、

又
毛
の
生
産
に
は
競
守
が
抑
制
な
し
に
作
用
す
る
や
う
な
か
、
る
貨
物
の
み
を
意
味

L
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
」

こ
れ
ら
の
リ
カ
ア
ド
自
身
の
詞
は
、
彼
が
現
今
の
資
本
家
的
刑
曾
に
於
げ
る
商
品
の
交
換
備
値
に
就
て
、
初
め

よ
h
研
究
せ
ん
正
し
だ
も
の
で
ゐ
る
こ
Z
を一市
L
て
ゐ
る
ご
思
は
れ
る

ω
で
ゐ
る
が
、
(
ロ
)
夏
に
彼
が
、
一
、
ー

が
貨
物
の
交
換
債
値
の
決
定
標
準
・
と

L
τ
、
費
さ
れ
た
る
勢
働
正
支
配
す
る
労
働
(
創
も
捗
賃
)
ご
の
二
つ
の
標
準

を
泉
げ
る
こ
ど
の
説
り
な
る
こ
ピ
を
指
摘
し
て
、
右
ピ
岡
節
に
於

τ左
の
如
〈
言
っ
て
ゐ
る
の
は
、
彼
が
明
に
資

本
主
義
的
批
曾
に
於
け
る
勢
賃
制
度
の
存
在
を
前
提

t
L
て
の
議
論
で
あ
っ
て
、
彼
れ
の
研
究
釣
象
が
資
本
家
的

枇
曾
に
於
り
る
伺
伯
、
川
間
格
現
象
で
あ
る
こ
ご
を
優
に
示
す
に
足
る
の
で
ゐ
る
。

「
者

L
も
哩
』
の
一
二
」
が
事
貨
で
あ

b
・
批
労
働
者

ω報
酬
は
円
前
仁
彼
れ
的
生
産
し
た
る
所
の
も
の
に
比
例

L
て
定

ま
る
も
の
で
め
る
な
ら
ば
、
一
円
ノ
の
貨
物
に
費
さ
れ
た
る
勢
働
の
H
T
量
正
、
そ
の
貨
物
が
購
買
す
る
で
あ
ら
う
所

の
勢
働
山
分
量
己
は
相
等
L
〈
.
?
ぞ
う
し
て
何
れ
も
正
械
に
他

ω物
の
(
倒
備
)
漣
動
を
測
定
す
る
こ
ご
が
で
き
る

で
あ
ら
う
o
V
い
炉
い
f
t
m削
岩
山
H

宇
じ
い
ゲ
ド
。
前
者
は
多
く
の
事
情
の
下
に
於

τ、
一
の
不
通
の
標
準
で
あ

っ
て
、
他
の
物
の
(
債
値
)
副
理
動
を

E
確
に
一
不
す
川
町
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
そ
の
貨
物
に
比
峡
古
る
、
貨
物
の
数
に

感
じ
て
千
麹
高
化
す
る
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
」

『

rか
ら
貨
物
に
就
て
、

「
労
働
(
カ
)
の
偲
値
も
同
品
川
に
可
麗
的
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
仰
の
総
て
の
物
ご
同
じ
〈
、
枇
曾
状
態
の
締
て
の

畿
化
Z
共
に
一
様
仁
鎚
勤
す
る
正
こ
ろ
の
需
要
供
給
聞
の
比
例
に
よ
っ
て
影
響
さ
る
、
の
み
な
ら
争
、
叉
勢
働
の

Ricardo， ibid. p. 7. (同謀本日 n】

Ricarrlo， ibid. p. 9・(岡部事 '5頁)
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賃
金
を
費
し
て
得
、
る
、
さ
』
ろ
の
食
物
お
よ
び
そ
の
他
の
必
要
品
の
債
格
の
麓
扇
に
よ
っ
て
も
亦
影
響
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
か
o」

印
も
F
カ
ア
ド
は
、
抽
労
働
(
カ
)
の
慣
伯
、
債
絡
は
、
そ
れ
が
生
産
費
郎
も
崎
労
働
者
の
生
活
資
料
に
合
ま
れ
て
ゐ

ぞ
れ
ご
労
働
者
が
生
産
す
る
所
の
生
産
物
に
合
ま
れ
て

る
勢
働
の
分
量
に
依
b
決
定
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
っ
て
、

ゐ
る
所
の
叫
労
働
、
卸
も
そ
の
債
値
・
債
格
ご
は
二
つ
の
別
の
も
の
で
あ
る
こ
正
を
云
ふ
の
で
あ
っ
て
、
言
ふ
迄
も

な
〈
彼
は
こ
、
に
は
、
資
本
主
義
枇
曾
に
於
け
る
貨
物
の
倒
伯
、
第
貨
を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

(
ハ
)
次
に
P
カ
ア
ド
は
、
異
な
れ
る
生
産
部
門
仁
於

τ使
用
さ
れ
る
資
本
の
持
続
性
に
差
異
ゐ
る
場
合
仁
於
て

は
、
利
潤
お
よ
び
労
賃
も
亦
貨
物
の
交
換
調
倣
の
決
定
に
参
興
す
る
こ
己
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
が
(
こ
の
修

正
若
〈
は
制
限
は
路
史
的
時
間
的
の
も
の
で
は
な
く

L
て
、
論
理
的
の
も
の
で
あ
る
て
こ
の
修
正
の
後
正
雄
も
、

彼
は
原
始
枇
曾
ご
資
本
主
義
枇
曾
z
e
f
同
一
一
腕

L
て
、
そ
の
修
正
せ
ら
れ
た
る
伺
備
法
則
は
芭
も
仁
こ
れ
ら
の
枇

曾
を
通
じ
て
作
用
す
る
も
の
な
る
-
一
吉
ケ
地
べ
て
ゐ
る
。
こ
の
司
』
ピ
は
亦
彼
が
共
勢
働
問
慣
備
法
則
を
箪
h
原
始
枇

曾
に
於

τ作
用
す
べ
き
も
の
で
ゐ
る
ご

L
花
、
ご
云
ふ
解
秤
の
説
h
な
る
こ
正
を
諦
明
す
る
は
勿
論
、
彼
は
そ
の

勢
倒
岡
闇
値
治
則
は
純
粋
仁
は
軍
b
原
始
枇
曾
仁
於
て
安
嘗
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
資
本
主
義
的
枇
曾
に
於
て
は
そ

れ
は
或
る
制
限
の
下
仁
於
て
安
官
す
べ
き
も
の
で
あ
る
ご

L
北
、
ご
云
ふ
J
7
・4
l
片
の
解
稗
に
越
に
同
中
る
こ
ご

が
で
き
な
い
ζ

ど
を
物
語
つ

1
ゐ
品
。

y
カ
ア
ド
は
こ
の
献
に
就
て
友
の
如
〈
一
一
員
っ
て
ゐ
る
o

「
前
節
に
於
て
吾
々
は
、

働
量
の
結
果
で
あ
る
正
仮
定
し
、 鹿

や
鮭
を
殺
す
に
必
要
な
る
器
共
や
武
椛
が
、
同
じ
耐
久
力
を
有
L
、
且
つ
一
同
一
勢

炉
〈
て
鹿
正
鮭
正
の
相
鋭
的
償
値
に
於
り
る
銘
麗
動
は
、
会
〈
こ
れ
ら
の
も
の

詑

苑

P

か
ア
ド
に
時
け
る
捗
働
鋼
値
訟
則
曲
安
世
性
ロ
就

τ

第
二
十
一
審

-
第
二
雄
一
一
九
)

一
六
七

l

i

l
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J
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二羽碍輔棚榊駒

(同謀本 17頁}Ricardo， ibid. p. 10 1) 
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設

苑

(
第
二
駿
一
ニ

O
)

リ
カ
ア
ド
に
於
け
る
勢
働
側
値
法
則
回
受
賞
性
に
就
て

第
二
十
一
巻

ニムハ
λ

を
獲
得
す
る
に
必
要
な
る
抽
労
働
の
砂
量

ω
畿
勤
に
依
つ

τ定
ま
る
こ
己
を
見
た
、

l
l
L
h
r
L枇
曾
の
各
賦
態
の

下
に
於
て
は
、
各
稲
の
職
業
に
於
て
使
用
さ
る
、
道
具
、
器
具
、
建
物
、
及
び
機
械
は
、
番
〈
耐
久
力
の
程
度
を

異
に

L
、
叉
こ
れ
ら
を
生
産
す
る
に
は
異
な
っ
た
労
働
量
を
必
要
正
す
る
。

労
働
を
支
持
す
る
た
め
の
資
本
正
、
道
具
、
機
械
、
及
び
建
物
に
投
下
3
る
、
資
本
ご
の
聞
に
於
け

る
比
例
も
、
そ
の
組
合
せ
が
締
キ
雑
多
で
あ
る
。
固
定
資
本
の
耐
久
カ
の
程
度
に
こ
の
差
異
が
あ
る
こ
吉
、
な
ら

び
仁
二
輔
の
資
本
の
組
合
は
古
る
、
比
例
に
こ
の
相
違
あ
る
こ
正
は
、
貨
物
の
相
割
償
備
の
不
同
を
惹
起
す
る
原

因
ご
し
て
、
貨
物
の
生
産
に
必
要
な
る
勢
働
量
の
大
小
ご
い
ふ

ζ
t
以
外
に
、
他
の
一
一
原
因
を
引
き
入
れ
る
、

1
1

こ
の
原
因
ど
は
労
働
の
債
儲
の
騰
落
含
言
ふ
。
」
(
註
)

『
夏
仁
、

睦

ζ

白
リ
カ
ア
ド
の
立
場
を
詮
明
す
る
に
足
る
彼
れ
内
身
の
耐
を
た
ほ
一
二
左
に
引
用
し
て
且
ゃ
う
。

『
協
組
お
よ
び
胞
を
設
す
に
品
甚
な
る
鰍
て
の
器
具
は
一
つ
山
階
紐
由
人
々
に
蝿

L
、
そ
う
し
て
こ
れ
ら
の
も
の
を
殺
殺
す
る
に
使
川
き
る
ミ
勢

働
は
他
山
附
級
由
人
々
に
怯
ワ
で
掘
削
さ
る
誌
か
も
知
れ
な
い
。
而
も
柑
隆
、
こ
れ
ら
の
も
の
h

比
較
的
情
値
は
、
有
事
の
構
成
と
、
と
れ
ら
の
動

物
山
殺
戯
止
に
刻
さ
れ
た
る
貴
闘
の
鋳
働
に
比
例
す
る
で
あ
ら
う
。
費
本
が
掛
働
に
比
し
て
豊
簡
な
る
か
或
は
稀
少
な
る
か
の
各
其
な
れ
る
事
情
の

下
に
於
て
は
、
帥
ち
人
聞
の
止
前
柑
持
に
献
〈
べ
か
ら

f
る
食
物
お
よ
び
必
要
品
が
畳
間
世
る
か
或
は
稀
品
ず
な
る
か
白
各
々
現
な
れ
る
事
情
目
下
に

於
て
は
、
同
一
回
費
本
山
冊
値
を
一
つ

ω
職
業
文
は
他
凶
職
業
に
提
供
す
る
人
は
、
相
刊

ιれ
た
る
生
産
物
泊
中
分
、
四
分

ω
て
或
は
八
分
自
一
圭

知
町
、
残
り
は
捗
働
を
世
併
し
た
る
人
々
に
捗
賃
と
し
て
支
抑
は
れ
る
で
あ
ら
う
、
が
と
自
分
割
は
こ
れ
ら
の
貨
物
の
相
謝
偶
怖
に
は
膨
寵
す
る
ζ

と

は
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
資
本
由
利
潤
が
多
か
ら
う
と
或
は
少
か
ら
ろ
と
、
却
ち
そ
れ
が
五

O
パ
ア
セ
ン
ト
、
三

0
・
ハ
ア
セ
ン
ト
、
或
尚
一

O
ハ
ア

2
 

セ
ン
ト
で
あ
ら
う
と
、
或
は
足
掛
働
由
賃
金
が
一
一
両
か
、
b
う
と
低
か
ら
う
と
、
こ
れ
ら
は
両
方
白
職
業
に
同
識
に
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。
』

町
枇
合
。
職
業
の
値
圏
が
輔
張

L
、
戒
る
者
は
組
組
に
必
要
な
る
端
本
白
川
及
wv
船
具
を
諮
り
、
他
。
者
は
農
業
に
周
ひ
ら
る
ゐ
積
子
、
及
wv
拍
品

(悶謀本 44-5頁)
(同盟本 32-3頁}
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匹

i
町

、

v

て
用
ひ
ら
る
A

槽
械
を
語
る
と
恨
定
す
る
も
、
在
日
生
産
さ
れ
た
る
貨
物
的
古
品
開
偶
附
吐
、
そ
の
止
法
に
、
貨
物
田
直
情
由
生
産
に
の
み
な
ら
ず
、

株
且
、
棉
肱
を
悼
加
す
る
或
る
特
定
の
勢
働
を
殺
呆
あ
ら
し
む
る
に
必
要
な
る
組
て
由
ね
具
足
は
棚
棋
の
生
産
に
、
出
世
さ
れ
た
る
易
働
に
比
制
す
る

と
一
出
ふ
前
と
同
一
由
跡
聞
は
、
依
枯
と
し
て
民
投
，
て
あ

ιぅ
。

『
一
層
地
歩
の
行
は
れ
た
る
、
而

L
て
技
紺
お
よ
び
商
業
問
盤
柴
せ
る
州
合
の
批
拍
却
を
且
る
も
、
苦
々
は
な
ほ
、
貨
物
は
と
の
原
則
に
従
っ
て
そ

の
倒
植
を
舟
に

L
て
ゐ
る
山
を
資
且
す
る
で
あ
ら
う
・
・
:
』

(
園
田
)
夏
に
リ
カ
ア
ド
の
償
伯
論
は
抽
象
的
出
梓
的
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
ご
は
言
へ
、
彼
は
車
に
理
論
興
味
か
ら

徒
ら
な
る
抽
象
的
側
伯
諭
を
弄
び
た
る
も
の
で
は
な
(
、
ま
噂
}
=
に
ホ
-
一
フ
y
ダ
ア
の
一
式
ふ
が
如
〈
、
賞
時
の
質
際

的
政
策
り
珂
論
的
根
擦
た
ら
し
め
ん
が
た
め
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
守
ふ
こ
さ
が
で
き
な
い
O

(

駐

さ

賞

際
リ
カ
ア
ド
は
賞
附
利
潤
の
下
落
せ
る
事
怖
を
捧
ね
て
、
マ
W

サ
旦
己
は
反
割
に
そ
れ
を
勢
賃
の
上
共
(
食
料
品

の
脇
氏
)
に
見
出
し
て
、
幾
多
の
質
際
的
政
策
(
穀
物
保
例
の
厳
止
は
そ
の
最
も
主
な
る
も
の
)
を
提
言

L
た
の
で

あ
る
が
、
彼
は
こ
の
質
際
的
問
題
合
理
論
的
に
基
礎
づ
り
ゃ
う

t
L
て
物

L
た
の
が
卸
も
彼
れ
の
勢
働
街
備
論
な

の
で
ゐ
る

oaニ
)
彼
が
そ
の
梗
伯
論
の
出
俊
貼
か
ら
、
蛍
附
の
枇
品
目
に
於
り
る
煩
値
、
債
格
現
象
を
問
究
の
謝

象
ご
し

τゐ
た
哩
』
ご
は
、
こ
り
彼
れ
の
態
度
よ
り
し
て
も
亦
よ
〈
推
測

L
得

ι一
品
、
で
ゐ
ら
う
。

ホ
ラ
ン
ダ
ヲ
は
そ
心
一
」
リ
カ
ア
ド
哨
制
論
。
資
捷
』
に
於
て
、
こ
の
黙
に
就
て
左
目
削
〈
一
再
ふ
。

陸
『
原
瑚
の
第
一
服
三
八
一

t
)
自
第
一
章
「
伺
値
に
就
て
」
は
、
樹
立
の
把
越
と
し
て
上
り
は
、
車
ろ
一
八
一
三
年
聞
か
ら
リ
カ
ア
ド
が
主
長
L
H町

謹
L
て
車
た
或
る
食
際
上
山
主
援
に
劃
す
る
珂
論
的
誼
操
と
し
て
物
さ
れ
た
る
巴
も
の
で
あ
る
o
即
ち
リ
カ
ア
ド
は
、
(

a

)

マ
ル
サ
ス
と
は
反
割
に
、

低
き
利
潤
は
柏
岡
商
品
g
且
百
貨
よ
り
枯
果
す
る
こ
と
を
信
じ
、

(
b
)
マ
カ
ロ
グ
ク
の
同
僚
刺
子
を
削
滅
せ
ん
・
と
す
る
案
は
、
街
平
正
官
に
あ
ら
古
る
と

と
を
主
張

L
、
(
C
』
監
物
白
白
山
輸
入
社
一
舵
倒
格
的
整
ふ
べ
き
下
落
を
斌
起
す
ペ

L

E
り
世
間
の
豪
快
に
同
ず
る
こ
と
を
拒
杏
し
た
の
ど
あ
る
山

説

苑

り
カ
ア
ド
に
於
け
る
努
働
倒
備
法
則
由
妥
首
位
に
就
て

第
二
十
一
審

(
第
二
観

) 

'1， 
Jc 

b

h

J

い昨
1
4

l

i

l

-

-

!

1

1
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1
1
J
日J
J

w1: 

苑

リ
カ
ア
ド
に
於
け
る
接
働
情
位
法
則
の
妥
首
位
に
就
て

第
二
十
二
倍

(
第
二
鶴
一
二
ニ
)

じ
O 

(
信
号

バ
テ
ン
は
と
回
こ
と
に
就
て
左
心
如
t
吉ふ。

『
リ
カ
ア
「
白
棺
岬
叫
姐
に
封
す
る
思
索
は
.
判
例
市
中
を
出
定
す
る
事
情
ω
研
究
か
ら
拍
ま
つ
亡
ゐ
る
。
そ
ヲ
L
C
こ
山
こ
と
に
就
て
、
椛
れ
の

〉ー

全
世
系
は
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
白
て
あ
る
。
』

(
ホ
)
な
は
リ
カ
ア
ド
の
労
働
債
依
論
が
卒
均
利
潤
率
の
法
則
の
存
在
十
前
提

t
L
て
ゐ
る

-
v
t
は
、
彼
れ
の
謂

ム
所
の
交
地
四
回
慣
低
が
自
然
債
絡
の
こ
ご
で
あ

h
、
ぞ
う

L
て
彼
に
依
れ
ば
、
自
然
債
格
は
市
域
調
格
が
平
均
利
潤

率
の
法
則
の
作
崩
に
よ
&
り
阻
剛
へ
宇
師
向
せ
ん
ご
す
る
中
心
を
成
す
も
の
で
あ
る
、
こ
ご
か
ら
容
易
に
推
則
し
得
ら

毛
、
。
而

Lτ
平
均
利
潤
率
の
法
則

ω存
在
は
資
本
主
義
的
批
品
目
に
於
て
甫
め

τ漁
期
し
得
ら
晶
、
も
の
で
め
る

か
ら
、
こ
の
勢
働
団
間
侃
設
が
平
均
利
潤
卒
の
法
則
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
ご
云
ふ
司
」

E
は
、
彼
れ

ω勢
倒
皿
個
般
論
が

資
本
滅
的
枇
曾
に
於
け
る
僧
俗
論
で
ゐ
る
ご
い
ふ
解
縛
に
極
め
て
有
力
な
る
支
持
ケ
拠
へ
る
も
の
で
ゐ
る
o

以
上
9
カ
ア
ド
自
身
の
詞
、
な
ら
び
に
彼
れ
自
身

ω研
究
態
度
を
吟
味
す
る
こ
正
に
よ
h
、
。
ノ
カ
ア
ド
は
、
彼

れ
の
抽
労
働
償
値
法
則
は
た

v
回
早
に
原
始
枇
曾
に
の
み
安
官
す
べ
き
で
あ
る
ご

L
た

ωで
は
な
〈

t
て
、
そ
れ
は
線

ゆ
る
枇
品
聞
を
通
じ
て
(
彼
れ
に
於
て
は
そ
れ
が
永
久
的
な
る
唯
一
の
枇
曾
剛
も
資
本
家
的
批
曾
・
と
し
て
現
は
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
が
)
妥
賞
す
ぺ
き
で
あ
る

Z
し
た
り
で
ゐ
る
、
正
一
五
ふ
こ
ご
を
か
な
り
充
分
に
指
摘

L
得
た
己
目
指

す
る
。
こ
山
解
稗
は
、
彼
が
枇
曾
組
織
、
生
産
方
法
的
進
化
蛇
革
を
信
甘
や
'
(
た
い
γ

箪
に
枇
曾
的
事
物
の
準
歩

は
、
仙
慣
れ
の
意
識

L
E
ゐ
た
ご
こ
ろ
で
ゐ
る
が
)
、
現
今
的
批
曾
組
織
、
生
産
方
法
は
永
遠
何
久
な
る
色

ω
で
あ

っ
て
、
遠
き
過
去
よ
h

リ
総
主
、
夏
仁
永
遠
な
る
未
来
に
続
く
も
の
で
め
る
ど
す
る
彼
れ
の
一
般
的
勝
度
よ

b
鬼

て
、
正
に
常
然
で
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
『
駐
}
た
い
v
p
カ
ア
ド
は
、

か
く

ω
如
〈
そ
の
労
働
債
依
法
則
が
或
る
一
定
の

Patten "The. Interprctation or Ricλrdo，" The Quarterly JOLlrnal of 
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雌
史
的
畿
逮
階
段
に
於
り
る
債
値
現
象
の
設
明
己
し
て
隠
史
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
意
識
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
け
れ
ど
も
、

L
h
r
L彼
れ
の
園
間
俗
論
が
賞
時
の
枇
曾
の
交
換
現
象
を
そ
の
研
究
掛
象
ご
す
る
以
上
、
そ
れ

は
質
質
上
多
分
に
謄
史
的
性
質
を
有
っ
て
ゐ
た
こ
ご
は
争
は
れ
な
い
。
要
す
る
に
彼
れ
の
趣
意
は
、
彼
れ
の
労
働

伺
備
法
則
が
資
本
主
義
的
批
品
目
(
彼
に
あ
り
で
は
原
始
枇
曾
を
合
む
)
を
混
じ
て
、
仮
令
後
に
詳
し
〈
通
ぶ
る
如
〈

若
干
の
制
限
を
受
け
つ
、
も
、
適
用
す
る
こ
ご
を
隙
仁
せ
ん
ご
す
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

P
カ
ア
ド
は
か
〈
の
如
(
毛
の
勢
働
回
明
価
法
則
の
妥
嘗
限
界
に
就
て
、
枇
命
目
的
生
産
方
法
の
縫
還
を
顧
み
る
ご

こ
λ
が
な
か
っ
た
に

L
て
も
、
彼
れ
の
胴
悶
伯
論
が
現
買
の
同
情
倣
現
象
伝
説
明
せ
ん
ご
す
る
も
の

G
る
限
b
，
、
そ
れ

は
賞
時
の
資
本
主
義
枇
曾
に
於
り
る
問
問
佑
論
で
め
る
こ
ご
は
言
ふ
迄
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
マ
F

ク
ス
は
更
に
一

9
カ
ア
ド
は
そ
の
勢
例
倒
伯
法
則
が
現
買
の
資
本
家
的
枇
曾
に
於
て
最
も
克
〈
作
用
す
る
も
の
で

ご
解
蒋

τる
o

彼
は
こ
の
貼
に
於
て
左

ω如
〈
言
っ
て
ゐ
る
。

歩
を
進
め
て
、

ゐ
...，る

，.. 
~. ~ 

， ~-
‘<?  

ツ

y 
カ

ア

tl 、

ア
ダ
ム
・
1

ミ

A
Z
異
な
り
、
非
常
に
明
瞭
に
、
商
品
の
債
備
は
勢
働
時
間
に
依

っ
て
決
定
せ
ら
る
、
ご
古
を
明
か
に
し
、
且
?
】
の
仲
間
則
が
・
一
見
こ
の
法
則
正
矛
盾
す
る
が
如
〈
見
ゆ
る
己
こ

ろ
の
資
本
主
義
的
生
産
関
係
を
支
配
す
る
も
の
な
る
こ

εを
示
し
た
。
9
カ
ア
ド
は
そ
の
研
究
を
全
然
贋
倣
量
の

問
題
に
限
定
し
た
が
、
砂
〈
正
も
彼
は
ニ
れ
己
腕
聯
し

τこ
の
法
則
の
賞
現
さ
れ
る
の
は
一
定
の
隈
史
的
侠
件
に

困
る
Z
云
ふ
富
市
買
を
意
識
し
て
め
た
。
郎
も
彼
は
言
っ
て
ぬ
る
、
「
勢
働
時
間
に
て
煩
侃
量
を
決
定
L
得
る
も
の

は
、
産
業
に
よ
・
り
て
随
意
に
そ
の
量
を
増
加
す
る
こ
ご
が
守
量
、
而
も
そ
の
商
品
の
生
産
に
嘗
っ
て
競
争
が
無
制

限
仁
行
は
れ
る
商
品
仁
謝
し
て
の
み
嘗
阪
ま
る
の
で
あ
る
、
」

t
。
削
も
賞
際
上
国
間
値
の
法
則
が
充
分
仁
作
用
し
て

説

苑

?
刃
ア

γ
に
於
け
る
労
働
倒
値
法
則
自
妥
首
位
に
就
て

勢
二
十
一
巻

(
第
二
掛
二
三
)

t 

j 

l苛

Ricardo. ibid. p. 7. 1) 
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問

U
J
λ
γ
L
H
l
(
l
l
 

-
t
i
f
-
-

設

第
二
寸
一
巻

(
第
二
統
一
二
回
)

ヒ

リ
カ
ア
ド
に
時
け
る
捗
働
伺
値
法
則
の
妥
常
性
に
就
て

施

ゐ
る
の
は
、
産
業
上
の
生
産
が
大
規
模
に
行
は
れ
、
且
つ
自
由
競
守

ω行
は
れ

τゐ
る
枇
品
目
印
ち
資
本
主
義
的
枇

曾
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
。
」

二
、
に
マ
W

ク
ス
が
引
用
せ
る
所
の
叩
ノ
カ
ア
ド
の
詞
の
中
「
産
業
に
よ
ち
て
一
五
々
」

Z
ゐ
る
は
、
原
文

(
E
n
F

E
E
E
o色
E
g
o
E
1
E
g
n
『
O
E
2
n
Eえ
宮

』

E
2
E守
)
『
可
同
FO
命
以
内
円
民
自
民

E
E
E
E己
自
可
可
を
誇
せ
る
も
の

で
あ
る
が
、
デ
イ

1
Y
は
マ
戸
ク
ス
が
こ
の
詩
語
ピ

L
て
H
M
M

含
ω
市
川
町
内
を
嘗
て
悦
め
る
の
は
諜
り
で
あ
っ

T
、
そ

れ
は
よ
ろ

L
〈
〉
己
可

mmE問
自
g
R
F
4三
百
ロ
司
一
g
N
Z
ご
す
ぺ
き
で
あ
り
、
随
つ

τ
マ
庁
ク
ス
の
吋
ノ
カ
ア
ド
の
労

働
贋
他
法
則
的

2

充
分
に
作
則
す
る
の
は
、
大
規
模
に
産
業
が
行
は
る
、
所
の
資
本
主
義
的
刑
曾
に
於

τ
ャ
あ
る
正

解
す
る
e

』
ご
の
全
然
税
制
併
に
基
づ
り
る
も
の
な
る
こ
さ
を
言
っ
て
ゐ
る
。
し
か

L
私
は
そ
の
評
耐
の
常
耳
打
は
兎
も

角
、
唱
団
の
9
カ
ア
ド
の
章
句
は
、
前
後
の
閥
係
お
よ
び
喧
』
の
詞
に
縦
げ
る
「
そ
れ
が
生
産
に
何
等
的
抑
制
な

L
に、

自
由
競
争
が
行
は
る
、
所
の
云
々
」
正
み
の
る
洞
に
徴

L
て
、
嘗
に
マ
ゲ
ク
ス
の
如
(
解
蝿
押
す
〈
き
で
ゐ
る
さ
思
ふ
。

百
こ
ろ
が
リ
カ
ア
ド
に
依
れ
ば
、
後
に
詳
し
〈
越
み
る
が
如
〈
、
異
な
れ
る
生
産
部
門
に
於
一
し
使
用
き
れ
る
各

々
の
資
本

ω持
縦
牲
が
異
な
れ
る
場
合
に
於
E

(
そ
れ
は
彼
に
依
れ
ば
綿
ゆ
る
刷
曾
を
通
じ
て
見
ら
る
、
所
内
現

象
で
あ
る
て
そ
の
本
来
の
形
に
於
げ
る
勢
働
国
間
倣
法
則
は
修
正
せ
ら
れ

τ、
勢
質
、
利
潤
も
亦
僅
か
の
耗
度
に

τhvは
ゐ
る
が
、
交
抑
舗
値
の
構
成
要
素
ご
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
う

L
て
各
々
の
資
本
の

持
続
性
に
異
な
る
科
度
の
あ
る
事
貨
は
、
現
今
の
刺
命
聞
に
特
に
通
有
せ
る
現
象
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
依
れ
ば
彼
れ

の
勢
例
岡
慣
値
法
則
は
、
現
今
の
大
規
模
の
売
業
の
耐
舎
に
於
て
、
純
粋
仁
、
充
分
に
作
用
す
る
ニ
ご
が
で
き
な
い
I

Z
せ
ら
れ
て
ゐ
る
仁
拘
は
ら
中
、
右
仁
解
せ
る
如
〈
、
そ
れ
が
充
分
仁
作
用
す
る
の
は
、
現
今
の
資
本
家
的
批
曾

‘1 
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に
於
て
い
V

あ
る
正
す
る
の
は
ど
う
し
た
こ
ご
で
あ
る
か
、

嘗
然
仁
起
つ

τ来
る
。

L
か
し
私
は
、
そ
れ
は
決

Lτ
矛
盾
に
あ
ら
守
し
て
、
そ
こ
仁
は
叫
労
働
煩
値
法
則
の
本
質
に
閲
す
る
最
も
注
意

す
べ
き
問
題
が
織
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
芭
思
ふ
。
私
の
見
る
所
に
依
れ
ば
、

9
カ
ア
ド
の
勢
働
償
値
法
則

は
、
現
今
の
資
本
主
義
枇
曾
に
於
り
る
貨
物
の
交
換
傾
値
、
同
慣
格
を
究
極
に
於
て
支
配
す
る
も
の
ご
せ
ら
れ
て
ゐ

る
が
、
異
な
れ
る
生
産
部
門
じ
於
て
使
用
さ
れ
る
資
本
の
持
続
性
に
岡
山
な
れ
る
段
階
ゐ
る
場
合
(
資
本

ω有
機
的

組
成
に
業
異
ゐ
る
場
合
)
に
は
、
費
さ
れ
た
る
時
労
働
は
、
桐
々
的
仁
は
、
貨
物
の
交
換
償
一
値
を
決
定
す
る
こ
己
が

で
き
な
い
1

0

-

』
ω意
味
に
於
て
努
働
腐
伯
仲
間
則
は
、
資
本
家
的
批
曾
に
於

τ、
純
粋
に
荷
〈
は
充
分
に
作
用
す
る

こ
z
h
r
ら
帯
離
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

し
か

L
ε
の
宇
商
に
於
て
、
費
消
せ
ら
れ
た
る
勢
働
が
貨
物
の
交
換
傾
伯

を
決
定
す
る
の
は
、
即
ち
枇
品
門
的
な
る
勢
例
償
他
が
成
立
す
る
の
は
、
商
品
目
白
由
交
換
の
諸
保
件
が
充
分
に
具

備
せ
ら
れ
、
商
品
は
た
ャ
交
換
り
た
め
に
生
産
せ
ら
れ
る
、

tν
ふ
枇
命
M

に
於
て
始
め
て
'
見
る
こ

t
を
得
る
も
め

で
ゐ
る
。
-
』
の
意
味
に
於
て
勢
働
煩
備
法
則
は
、
経
済
交
通
の
後
述
・
産
業
自
由
制
度
り
最
も
問
著
仁
現
は
ら
る

、
所
の
近
代
的
産
業
枇
曾
仁
於
て
、
最
も
よ
〈
貨
物
の
交
換
偲
他
・
困
問
絡
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
勢
働
痕
伯

法
則
の
『
制
限
」
ピ
そ
の
「
充
分
な
る
作
用
」
ご
は
、
各
々
の
周
到
な
れ
る
思
考
範
凶
に
於
け
る
そ
れ
ん
¥
で
あ
っ
て
、

決
し
て
一
つ
の
事
物
の
正
負
を
意
味
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
態
度
は
7

F

ク
旦
の
欄
伯
諭
に
於
て
最
も

よ
〈
現
は
れ
て
ゐ
る
古
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
未
ザ
い
か
、
る
僻
蒋
を
怨
せ
る
も
の
を
見
出
さ
な
い
。
是
れ
に
就
て
は

ム
γ
猶
は
諸
々
の
解
稗
が
ゐ
っ
て
、
容
易
に
一
致
し
た
る
見
解
に
迭
し
な
い
所
の
7

ル
ク
A

の
努
働
欄
値
法
則
的
本

質
は
、
か
、
る
解
蒋
の
態
度
を
ど
る
e

』
ご
に
H
a
つ
T
甫
め

τ瞭
に
せ
ら
晶
、
の
で
は
あ
る
ま

νか
o
甚
ピ
大
脂
な

る
解
粋
で
あ
る
が
私
は
か
う
思
ふ
の
で
あ
る
。
猶
は
こ
の
黙
に
就

τは
『
7

ル
ク
ス
仁
一
於
り
る
勢
働
債
依
法
則
の

ぞ
れ
は
前
後
矛
盾
を
意
味
し
な
い
γ

か、

ご
一
五
ふ
疑
問
が

設

苑

u
，
ヵ
ア
ド
に
於
り
る
勢
働
側
値
法
則
の
安
首
位
に
就
て

第
二
十
一
巻

(
第
二
腕
一
二
五
)

七

l

f

i

.
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1
4
1
1
 

地

ー

l
A
l
i侃

wv

l

b

 

誌

苑

t二
回

リ
お
ア
ド
に
於
け
る
持
働
慣
値
抜
刷
。
安
賞
性
に
就
て

自作

親

第
二
十
一
巻

"-，、

安
官
性
」
な
る
論
文
に
於
て
詳
し
〈
通
ぷ
る
こ
さ
、
し
、
今
は
た
uv

か
、
る
抽
脱
皮
が

p
カ
ア
V
の
慣
倣
論
に
於

τ

4
6

、
僅
か
の
科
皮
に
於
て
い
あ
る
が
、
巳
に
現
は
れ

τゐ
る
ご
一
千
点
こ
ピ
を
指
摘
す
る
に
Z
よ
て
置
(
。

y
カ
ア
V
が
枇
曾
制
度
そ
の
も
の
、
議
草
準
歩
を
信
手
る
こ
ご
な
〈
L
て
そ
の
献
労
働
償
値
法
則
は
、
車
一
句
原
始

刷
曾
に
於
て
作
一
周
す
る
も
の
で
は
な
〈
[
て
、
そ
れ
は
現
質
の
資
本
家
的
崩
曾
仁
於
り
る
交
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